
　ムラタでは「コンプライアンス」「廃棄物の発生抑

制」「ゼロエミッション（埋立量ゼロ）」を基本方針と

して廃棄物管理に取り組んでいます。

　2019 ～ 2021年度中期目標（生産高当たりの廃

棄物排出量の2016 ～ 2018年度平均比7%改善）に

向け、2020年度は2016 ～ 2018年度平均原単位以

下を目標に、製品の工法見直しや廃液処理施設の

導入などの削減施策により、目標を達成しました。

　また、包装材の一部を再利用やリサイクルするな

ど、資源の有効利用にも取り組んでいます。

　今後は、工法見直しによる不良率のさらなる低減

やムラタグループ間で廃液処理を行えるようにする

　ムラタでは事業活動で使用する水資源の有効利

用を推進しています。また企業活動に影響を及ぼす

水に関するリスクへの対応を実施しています。

　中期目標（生産高当たりの水使用量を2016 ～

2018年度平均比で2021年度に6％改善）に向け、

2020年度は2016 ～2018年度平均原単位以下を目

標としました。2020年度の実績は2016 ～2018年度

平均原単位比で4％減と大幅に改善し、目標を達成

しました。達成の要因として、富山村田製作所（以下 

富山村田）における排水を再利用するといった各事

業所の取り組みが挙げられます。

　2021年度はさらなる水のリサイクルの促進やスク

目 指 す 姿マテリアリティ設定の背景

廃棄物管理

水資源管理　

富山村田製作所における取り組み

持続可能な資源利用

　世界的な人口増加にともない、資源の枯渇、廃
棄物量の増加といった社会問題が深刻化してき
ております。これらの問題に取り組みつつ、持続
可能な成長を目指していくために、当マテリアリ
ティを設定しました。

　資源の持続可能な利用を自社の事業活動に
おいて実現するとともに、協力者との共創により
文化の発展に貢献します。

廃棄物総排出量と生産高原単位の推移
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認定制度の利用促進などにより中期目標を達成す

る計画です。

※  富山県 エコ事業所認定： 富山県では廃棄物の発生抑制、循環利用、環境に
配慮した事業活動に積極的に取り組んでいる事業所を「エコ事業所」として
認定しています。

(富山県のウェブサイトはこちらをご参照ください。https://www.pref.toyama.
jp/1705/kurashi/kankyoushizen/haikibutsu/recycle1/company.html)

富山村田の廃液処理施設
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※1  持続可能な資源：リサイクルスキームを構築するなどにより、将来にわたって持続的に利用
できる「枯渇リスクの低い資源」

（外部機関の情報を参考に、Ag, Niといった枯渇する可能性のある資源を対象）
※2  循環資源化率：ムラタのOutput（排出物）が循環資源としてリサイクルに回されている割合

上記※1,2で挙げた事例以外についても、対象資源について引き続き検討を行ってまいります

※2024年度の目標値は現状からの改善幅を示しています

＜廃棄物の3Rの取り組み＞
・ 主要な廃液であるアルカリ廃液を自社処理できるプ
ラントを設置し、産業廃棄物委託から自社処理するこ
とにより、廃棄物の削減を図りました。

・ 排水を処理した水の一部を純水用の原水に使用して
います。

・ 塩化第二鉄廃液を協力業者にて濃縮再生処理し、塩
化第二鉄を全量再利用しています。

・ 廃棄物の埋立て処分量ゼロを継続しています。

＜環境に配慮した事業活動の取り組み＞
・ ISO14001の認証を取得しており、環境目標を定めて計
画的に環境活動に取り組んでいます。

・ より環境影響の少ない製品を製造するため、RoHS規
制物質を排除した部資材を利用しています。

・ エネルギー使用量と水使用量の削減を環境目標として設 
定し、省エネ性のある高効率設備への更新、建屋内外の
照明のLED化、排水のリサイクルなどに取り組んでいます。

富山村田製作所

　富山村田では持続可能な社会を目指し、地域の自

然環境を守り地域の誇りとなる企業となるべく、これ

からも環境経営を実践してまいります。

　富山村田は富山県から2021年度のエコ事業所の認

定をいただきました。※ 富山村田で取り組んでいるCO2

削減、廃棄物削減、リサイクルなどの取り組みについて

評価いただき、認定されたものとなります。

富山県から評価いただいた富山村田の主な取り組み内容

製品

ラバーなどの設備の節水といった施策に取り組むこ

とで、中期目標を達成する計画です。

持続可能な資源利用実現に向けたムラタの取り組みイメージ

8281 社 会課 題を起 点とした重 点課 題 ムラタを知る ムラタの
価値創造ストーリー 製品別事業戦略 コーポレート・

ガバナンス
社会課題を起点とした

重点課題 財務セクション

2024年度
目標※

・ 持続可能な資源利用率：1％
・ 循環資源化率：5％

2030年度
目標

・ 持続可能な資源利用率：25％
・ 循環資源化率：50％

2050年度
目標

・ 持続可能な資源利用率：100％
・ 循環資源化率：100％

https://www.pref.toyama.jp/1705/kurashi/kankyoushizen/haikibutsu/recycle1/company.html



